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要　旨
　
　この小論の目的は，日本の高等教育機関における体育・スポーツ系課外活動に対する研究を概観し
課題を探ることにある。先行研究のまとめから①心理面の研究では，体育・スポーツ系課外活動は不
安の軽減，忍耐力，責任感，積極性，自己実現意欲，競争意欲，判断力，団結心，協調性，集中力と
いった心理的対処能力を身につける場として機能していると捉えられている。②実践の要因の研究で
は，現在の体育・スポーツ系課外活動の実践は実践する個々人の過去から未来へのライフコースの中
での情報・施設などによって左右され，実践は現在の満足感とつながり，その人の未来のスポーツ行
動の予測が可能であることが示唆されている。
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１．問題の所在
　この小論の目的は，日本の高等教育機関にお
ける体育・スポーツ系課外活動に対する研究を
概観し課題を探ることにある。
　大学・短期大学（以下大学）などの高等教育
機関において，課外活動は単位修得を目的とす
る正課教育活動と並び，学生の学びにおいて重
要であると考えられている。こうした課外活動
は従来クラブやサークル・同好会といった学生
の自主的な活動と捉えられてきた。加えて，最
近の大学を取り巻く変化により地域連携や高大
連携，企業との連携といった大学外と大学との
連携，つまり社会との連携が大学の社会貢献と
して重要であるとされるようになり，そうした
連携に学生を巻き込む形でインターンシップ・
サービスラーニング・ボランティアが正課外で
行われる状況にある。一連のこうした活動は単
位履修と関係のない取り組みとして課外活動と
とらえることができる。すなわち，今日の大学
内で行われている課外活動とは「従来型課外活
動」と「社会連携型課外活動」の二種類が混在
し展開されていると言える。
　こうした課外活動も大学において行われてい
る以上，学生に何らかの形で肯定的な学修，あ
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るいは効果・影響が必要とされるであろう。正
課教育活動であれば大学設置基準等により厳密
に単位取得の方法が決定されており教育効果も
形式的には厳格に評価されている。対して，課
外活動はどうであろうか。「従来型課外活動」
は顧問などの形で教職員の指導がなされている
とはいえ，学生の自主的な活動として学生任せ
の運営がなされており，課外活動で何を学んで
いるのかについて客観的な評価があまりなされ
ていないようである。また「社会連携型課外活
動」も教職員の関与があいまいでありシステム
化されたプログラムに基づいて行われているも
のは少なく，客観的な評価がなされているもの
は少ない。さらに課外活動と正課教育活動での
学びが重要であるならば，相互の連携はどのよ
うな価値を創出しているのであろうか。
　本論では以上の問題関心に基づき，これまで
の課外活動研究，特に従来型課外活動である体
育・スポーツ系課外活動の先行研究を概観し，
そこから今後の研究の課題を探っていきたい。
２．先行研究の整理
　体育・スポーツ系課外活動の研究には，さま
ざまな領域の研究が存在している。以下では生
理学や運動工学の領域，例えば徳永・吉川・多々
納・小室（1981）などのトレーニング方法の効
果などの研究を除き，課外活動での学びに関係
すると考えられる研究をまとめたい。
　２. 1.  体育・スポーツ系課外活動の実践によ
　　　    る心理面での優位性
　「コンディショニング・心理」関係の先行研
究では各種検査や質問紙を用いた分析が散見さ
れ，スポーツ選手の気分の変化，心理的要因，
性格特性，心理的対処能力に関する検討が行わ
れている。
　徳永・橋本・高柳（1995）は体育・スポーツ
系課外活動経験が日常生活における種々の課題
やストレスへの心理的対処能力にどのように影
響をおよぼしているかを考察するため小学校時
代から大学までのスポーツクラブ経験，スポー
ツクラブ所属の継続性，スポーツクラブでの運
動量および運動の好き嫌いと日常生活における
心理的対処能力の関係を「心理的競技能力診断
検査」を用いて講義中に調査を行った。
　その結果，スポーツクラブ経験の有無では女
子にはどの年代においても顕著な差は認められ
なかったが，男子では小学校時代と大学での所
属の有無に顕著な差がみられた。スポーツクラ
ブ経験者は忍耐力，積極性，自己実現意欲，競
争意欲，協調性が優れ，所属経験がさらに長く
なるほど忍耐力，積極性，自己実現意欲，競争
意欲，判断力にも優れた傾向がみられた。
　次に，スポーツクラブでの運動量との関係に
おいては小学校時代での運動量にのみ顕著な差
がみられ，運動量の多い者ほど忍耐力，自己実
現意欲，競争意欲，自己コントロール能力，リ
ラックス能力，自信，協調性に優れていること
が示された。また，運動の好き嫌いでは男女と
も運動に好意的態度を示す者ほど，忍耐力，積
極性，自己実現意欲，競争意欲，自信で顕著な
差が認められ，男子では自己コントロール能力，
リラックス能力，集中力，自信，決断力，判断
力でも優れ，顕著な差が認められた。
　これらのことから，スポーツクラブ経験が日
常生活の心理的対処能力に最も影響を及ぼして
いる条件として，小学校という早い時期に経験
し，しかも運動量も多いこと，小学校から長期
間経験し，なおかつ，大学でも経験しているこ
と，過去の体験から形成されている運動に対す
る好意的態度をあげている。
　千葉・海老原（1997）は大学のスポーツクラ
ブ参加者の日常生活での種々の課題やストレス
への心理的対処能力に，種目パターン，スポー
ツキャリア，スポーツ歴や過去の運動量による
差異があるかについて大学の体育会員を対象と
した質問紙調査を実施している。結果，運動量
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の多い競技を行っていた人ほど現在の心理的対
処能力が優れていた。また人格形成の上で半数
以上の人が「忍耐力・責任感・団結心・協調性・
集中力」などの心理的対処能力が身についたと
回答しているという。
　つまり，体育・スポーツ系課外活動は不安の
軽減，忍耐力，責任感，積極性，自己実現意欲，
競争意欲，判断力，団結心，協調性，集中力と
いった心理的対処能力を身につける場として機
能していると捉えられている。
　２. ２. 体育・スポーツ系課外活動の実践の要 
　　　　因
　次に，体育・スポーツ系課外活動の「社会学」
的研究として考えられている先行研究について
以下にまとめたい。
　多々納（1981）は，体力を従来の生理学心理
学的対象とするのではなく，社会学的分析対象
としている。つまり，体力が現実生活の中でい
かに形成されるのか，いかなる生活目的のため
に機能するのか，体力変化は生活意識や生活形
態にいかなる変化をもたらすのか，逆に生活形
態と生活変化などはいかなる体力変化をもたら
すのか，については社会学的なアプローチが要
請される問題であるとする。このため学生に体
力テスト・質問紙調査を行っている。結果，過
去のスポーツ経験や，睡眠，体力に対する自信
などが現在の体力度と高い関係があることが示
唆された。
　金崎・多々納・徳永 ・橋本（1982）はスポー
ツに関わる要因のみを説明変数として学生のス
ポーツ行動をどの程度説明でき，どのような変
数が高い規定力があるのか，諸変数間の構造は
どのようなものかを検討した。そのため体育・
スポーツ系課外活動が，「スポーツ関与・意識」
「過去のスポーツ条件」「現在のスポーツ条件」
「家族のスポーツ経験」「過去の重要な他者」
「現在の重要な他者」からどのように説明され
るかを検討している。
　結果として①男女とも課外活動を実施してい
る人はスポーツとの関わりが深く，スポーツに
対する意識も好意的である。これは女子より男
子に著しい。スポーツ実施の条件は，男子の場
合，過去現在も実施群のほうが恵まれている。
女子の場合，現在の条件のみ恵まれている者が
実施群に多い。重要な他者については，男子は
過去現在に家族や友人，教師，近所の人からス
ポーツの奨励を受けた者が実施群に多い。女子
も同じ傾向だが男子ほどではない。
　②男子は特に「現在のクラブ所属」「体育の
好悪」「現在クラブ・グループ」，女子は「現在
クラブ所属」「現在スポーツ知識，技能」「大会
参加経験」の相関が高い。これらは実施非実施
群に影響を与える要因となっている。
　③男子は「TV スポーツ番組」「過去母のス
ポーツ経験」「現在父のスポーツ経験」「現在母
のスポーツ経験」「過去父のスポーツ経験」「現
在母のスポーツ奨励」「現在スポーツの時間的
余裕」「過去教師のスポーツ奨励」，女子は「現
在クラブ所属」「体育の嫌悪」「TVスポーツ番
組」「新聞スポーツ欄」「現在教師のスポーツ奨
励」「現在母のスポーツ奨励」「過去近所の人の
スポーツ奨励」などの変数が有意に高い。
　④男子は，母のスポーツ奨励が「非常にあっ
た」，TV スポーツ番組「見ない」「あまり見な
い」，現在母のスポーツ経験「している」「あま
りしていない」，現在スポーツクラブ「所属し
ている」などのカテゴリーが実施群に大きく作
用し，女子は現在クラブ「所属している」，現
在スポーツ知識・技能「恵まれている」，体育
「過去嫌い現在好き」，現在母のスポーツ経験
「している」が実施群に寄与している。
　このように，金崎・多多納の研究は，特に学
生のスポーツ実施・非実施と外的条件に焦点を
当てている。つまり社会学的要因は，学生のス
ポーツ実施・非実施に直接的・間接的な影響を
与えているといえる。したがって現在の体育・
スポーツ系課外活動の実践は過去のライフコー
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スによって規定されていることが示されている。
　辻（1983）は自宅生と下宿生を対象にした運
動クラブ練習時の生活時間の調査結果から，自
宅生と下宿生の生活時間を比較検討している。
結果として，スポーツ活動時間が，自宅生では
通学時間と負の相関，下宿生では娯楽時間と負
の相関となっている。すなわち自宅生と下宿生
ではかなり異なっていると述べ，単に個々の生
活時間の平均を比較するのみではなく，あらゆ
る生活時間を総括的に比較する必要があると思
われると述べる。
　徳永・金崎・多々納・橋本・菊（1989）はス
ポーツに関わる行動・行動意図・意識の相互関
係・スポーツの継続性を予測するパターンの作
成・継続性に影響する要因の分析・継続性と健
康度の関係の分析を行っている。大学の1年生
の男子理科系学生を対象とする「スポーツ行動
診断検査」，「スポーツ行動についての調査」，
「健康度診断検査」の結果をもとに分析してい
る。
　結果「スポーツに関わる行動」「行動意図」
「スポーツ意識」という 3 変数の間の顕著な相
関関係が確認された。つまり，これら 3 変数に
よって作成されたパターンによって，スポーツ
行動の継続性を予測できるとした。また，スポー
ツの継続性には行動意図・スポーツクラブ所属・
スポーツ意識の型が最も関係していること，ス
ポーツの継続的実施者は非継続者と比較して，
健康度の「いきがい」尺度で最も顕著に高い評
価であることを確認している。以上の結果から，
スポーツ行動診断検査を実施することにより，
スポーツ行動の継続性の予測，継続性について
の問題の所在，継続性の効用などの指導・助言
ができると主張した。
　小泉・今村（1994）は体育・スポーツ系課外
活動の所属経験が職場の人間関係に及ぼす影響
を保健体育科教師と国語課教師で比較している。
結果は保健体育教師の方が実態・意識両方にお
いて上下関係を重要視している傾向があり，大
学時の所属クラブの上下関係の厳格さは，職場
の上下関係に対する意識にそのまま反映されて
いることが明らかになった。
　並河（1994）は，大学生運動生活の状況の把
握，つまり自己の生活の中にスポーツ，運動が
どのように取り入れているのか，年次的な変化
を含めて調査分析している。研究方法は，大学
生の正課を除いた各種球技大会などのプログラ
ムサービス，体育系クラブ・同好会などのクラ
ブサービス，運動施設利用などのエリアサービ
スにアンケート調査を1986年から1991年の間に
医学部と教育学部の学生対象に実施したもので
ある。
　調査結果から学生の運動クラブサービスへの
加入率は年次ごとに高くなる傾向がみられた。
大学の課外活動全般は低くなる傾向にあるが，
医学部の運動クラブ加入率は高い傾向を示し，
教育学部の運動クラブ加入率は低い水準である
が若干の上昇がみられた。この原因は，医学部
の学生が「体力をつくれる」と教育学部の学生
に比べ多く回答していることにある。次に年次
的にみるとプログラムサービスへの参加率は減
少傾向にある。ただし，その中でも教育学部は
医学部よりも高い参加傾向を示した。以上のこ
とから，医学部は高い運動欲求を満たしてくれ
るクラブサービスを好み，教育学部は，スポー
ツを人と人とのふれあいの場として捉らえる傾
向があると推測される。さらにエリアサービス
はかなり高い水準を示した。しかし，大学内に
おける運動施設に対しての不満が半数にも及ん
だ。この背景には，自由に施設を使えない，運
動に必要な用具がないなどといった理由から，
運動に対する欲求をもっているが，実施に至ら
ない学生が多く存在していると推測される。
　1998年から1999年にかけて広島市立大学の荒
井を中心に「大学生のクラブ・サークルの教育
的・社会的効果の研究」，つまり①社会人と学
生の意識比較（荒井・曾根・山口・迫　1998），
①と同時に行われた②体育系文化系の違いによ
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る比較（迫・荒井・曾根・山口　1998），①，
②の翌年に行われた③クラブとサークルの違い
による比較（迫・荒井 1999）がなされている。
　社会人と学生の意識比較（荒井・曾根・山口・
迫　1998）では，学校制度の中でのクラブ・サー
クルの位置づけの再確認，学生の居場所につい
て，体育会系クラブの再生の可能性が研究目的
とされている。調査結果より，クラブ・サーク
ル活動参加者の方が満足度が高い。次に大学生
活の居場所の一位が社会人では「クラブハウス・
学生会館」であったのに対し，現役学生は「自
分の部屋」へと変化してきている。また大学生
活の中でよくつきあった人間として社会人と現
役学生を比較した結果，両方とも一位が「クラ
ブの友人」，二位が「クラスの友人」であるが，
社会人は「クラブの友人」が 6 割を占め，現役
学生はそれぞれ2割台であり，現役学生の場合
よくつきあう相手が分散していることがわかる。
最後に，現役学生に限りクラブ・サークル活動
参加者と不参加者に対して大学生活の満足度を
尋ねたところクラブ・サークル活動参加者の方
が不参加者よりも大学生活に満足していること
がわかった。
　体育系文化系の違いによる比較（迫・荒井・
曾根・山口　1998）では，クラブ・サークル活
動において体育系，文化系というタイプの間に
はそれほど違いは認められないことが明らかと
なった。クラブ・サークルなどの比較（迫・荒
井 1999）では，スポーツ，文化，スポーツ&
文化の分類に加えてフォーマル（いわゆるクラ
ブ・部活動），インフォーマル（同好会・サー
クル），フリー（個人・友人と自由に行う文化・
スポーツ活動）の三タイプが追加されて調査さ
れた。
　結果，まず，高校と現在（大学）のタイプ別
加入率は高校時代ではフォーマルタイプへの加
入率が59.3%と非常に高いのに対して大学での
フォーマルタイプへの加入率は24.3%と低く，
ほとんど活動していない人の割合が27.0%から
49.7%と増加していることがわかった。次に大
学での活動参加者が活動において感じる不安・
退屈を訪ねたところ，退屈に関してはフォーマ
ル，インフォーマル，フリーにさほど差はない
が，不安を感じる割合がフォーマル・45.1%，
インフォーマル・34.7%，フリー・22.7%と制
度化された集団の方が不安を感じていることが
わかった。最後に大学での活動参加者に尋ねた，
活動への評価（満足・不満）と活動への不安・
退屈のクロス集計では満足と答えた人は不安・
退屈の認知度は低いというもっともな結果が明
らかにされている。
　黒柳（2006）は女子学生の形態（身長，体重，
BMI）と体力指標（握力，背筋力，立ち幅跳び，
上体起こし，長座体前屈，反復横とび）を全国
女子と比較し，その特徴を調べるとともに，青
年期における体格・体力への影響を検討するこ
とを目的として運動クラブ活動経験者と未経験
者を比較している。また，体力を必要とする職
業（栄養士，保育士，看護士）を志す学生と，
余り必要としない職業を志す学生とを比較して
いる。
　結果，形態については，栄養士と保育士を目
指す学生との身長の比較に有意差が認められる
以外は差がない。体力については運動クラブ経
験者が，背筋力，立ち幅跳び，を除く 4種で高
値であった。取得予定資格の比較については，
形態，体力とも差を認めることができなかった。
以上から，在籍時運動系サークルに所属してい
た保育士は，就職後も継続する傾向が強い。看
護師は，体力的に負担の多い職業であることか
ら，就職後も健康レベルを低下させないことが
重要とし，運動を実行する時間の確保と運動内
容の充実の指導を進めていきたいとしている。
　山内（2007）は，中高校の部活動所属の違い
によって現在の余暇生活に影響があるのかを考
察するため，講義中に「余暇生活診断テスト」
を行っている。結果，実態として部活動所属経
験は中学生時の所属率は 98.9%・180人（体育
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系142人・78%，文化系38人・21%），高校生時
の所属率は73.6%・134人（体育系73人・78%，
文化系61人・21%）であり，中高で経験した活
動を余暇生活時間で行っていないと答えた者は
全体の40.6%，たまに行うと答えた者は31.7%，
部活動の余暇生活における有益さを感じている
者は124人（73%）であることがわかった。ま
た余暇生活診断テストの結果，中学高校時代で
の部活所属者は無所属者に比べて平均値が高い
傾向にあり，余暇生活に対して，特に体育会系
で，自由で充実している傾向が見られた。また
大学，地域グループに所属しているグループは
非活動グループより余暇生活の充実度や自由度
が高い傾向が見られたが，すべてにおいて有意
差は無いが，部活動の経験を現在余暇活動とし
て実施している学生が非実施グループよりも有
意に平均値が高いことがわかった。
　まとめると，現在の体育・スポーツ系課外活
動の実践は実践する個々人の過去から未来への
ライフコースの中での情報・施設などによって
左右され，実践は現在の満足感とつながり，そ
の人の未来のスポーツ行動の予測が可能である
ことが示唆されている。
３．まとめに代えて
　この小論の目的は，高等教育機関における課
外活動に対する研究について概観し課題を探る
ことにある。先行研究のまとめから①体育・ス
ポーツ系課外活動実践による心理面の研究では，
体育・スポーツ系課外活動は不安の軽減，忍耐
力，責任感，積極性，自己実現意欲，競争意欲，
判断力，団結心，協調性，集中力といった心理
的対処能力を身につける場として機能している
と捉えられている（以上2.1.）。②体育・スポー
ツ系課外活動の実践の要因の研究では，現在の
体育・スポーツ系課外活動の実践は実践する個々
人の過去から未来へのライフコースの中での情
報・施設などによって左右され，実践は現在の
満足感とつながり，その人の未来のスポーツ行
動の予測が可能であることが示唆される（以上
2.2.）。
　先行研究のまとめから体育・スポーツ系課外
活動にはさまざまな効果が認められているが，
こうした効果が当該課外活動によるどのような
経験によって得られたのか，課外活動はすべて
こうした効果を生むものなのか，特に教職員の
指導の程度によってどう異なるのか，について
ははっきりとした研究がないようである。さら
には課外活動と正課教育活動はどのように関連
を持っているのか，こうした効果は高等教育機
関としての大学・短期大学の教育研究としてど
のような意味を持つのかについても研究はない
ようである。したがって今後はこうした先行研
究を踏まえつつインタビューやアンケートによ
る分析により，体育・スポーツ系課外活動実践
者と教職員の相互関係，体育・スポーツ系課外
活動と正課教育活動との関連性についてより詳
細な分析を行っていきたい。
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